
4.今後　の課題

昨年度は,教育課程を作成し,本年度は.生活単元学習を中心に, ｢動き｣という考え方を柱

にして,研究を進めてきた｡今後研究すべき課題をあげてみると次のとおりである｡

(1)教育目標と研究テーマとの結びつきを明らかにする｡

(2) ｢動き｣についての考え方についてもっと研究を深め,よりわかりやすくする｡

(3)生活単元学習についての実践を深め.指導計画の充実を図る｡

(4)研究テーマに基づいた実態調査の内容,方法を明らかにする｡

(5)本年度の研究を基に,実態についての追跡調査を行い,その分析を行う｡

(6)研究テーマに基づいた授業記録のしかた.およびその分析と診断のしかたを明らかにする｡

(7)簡単に記入できる実用性の高い授業診断票の作成をする｡
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